
1

入力

生物学類の双方向型リアルタイム授業評価システム
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生物学類
近年のＦＤ活動の歴史
平成4年
・授業評価アンケート用紙の作成

平成13年
・必修概論科目の授業評価

平成14年
・共通科目、専門基礎科目の授業評価
・必修概論科目の評点分布調査
・生物学類授業のエッセンス

（教員への授業アンケート）

平成15年～
・TWINSによる生物学類授業評価
（専門科目、必修専門基礎科目等全科目）

平成17年～
双方向型リアルタイム授業評価システム
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目的：
①教員の授業改善（ファカルティー・ディベロップメント）
②学生の授業参加意識の向上

実施システム：
TWINSの授業評価アンケート機能を利用

（双方向型リアルタイムシステム）

対象学生：
生物学類生を中心とした各授業のすべての履修者

対象科目：
生物学類関連教員が主に生物学類生向けに開講した
すべての授業科目 （180科目/年）
（卒業研究などの少人数個別指導の授業（４科目）は除く）

実施期間：
各学期当初 ～ 成績確定日前日まで

公開：
TWINSで公開（履修学生・授業担当教員）
・アンケート集計結果（毎日更新）
・担当教員のコメント（リアルタイムに更新）
「つくば生物ジャーナル」でオンライン全面公開

（各学期毎）

協力：
筑波大学TWINS運用委員会

生物学類双方向型リアルタイム
授業評価アンケート実施概要



4

毎週の質問コーナー（新設）

学生
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担当教員の

コメント入力画面

教員
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学生

教員



7

生物学類授業評価アンケートの実施内容

（平成15年度から平成１７年度までの改良点）

TWINSの進化

（リアルタイム相互
コミュニケーション
ツール）

効果的な

FD

学生の協力

（アンケートの
回答率、質の
向上）

％
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「つくば生物ジャーナル」での公開例
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